
内
職
労
働
者
の
量
的
存
在
に
関
す
る
調
査
と
推
定

大
阪
府
に
お
け
る
実
体
調
査
を
通
じ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
　
寄
　
　
俊
　
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
目
　
　
　
次

　
　
　
一
　
ま
え
が
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帥
内
職
と
世
帯
人
員
（
以
上
、
第
七
巻
第
二
号
所
載
）

　
　
　
二
　
内
職
労
働
実
態
調
査
に
お
け
る
二
っ
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
働
内
職
を
希
望
し
な
い
世
帯

　
　
　
三
　
大
阪
府
内
職
従
事
状
況
調
査
結
果
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
内
職
を
希
望
す
る
世
帯
（
以
上
、
第
七
巻
第
三
号
所
載
）

　
　
　
　
０
Ｄ
調
査
時
期
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｃ
っ
内
職
従
事
世
帯
（
以
下
、
本
号
所
載
）

　
　
　
　
の
調
査
地
区
お
よ
び
調
査
対
象
世
帯
の
選
定
　
　
　
　
　
四
　
内
職
労
働
老
の
量
的
存
在

　
　
　
　
働
内
職
従
事
、
非
従
事
世
帯
状
況
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
結
　
　
　
び

　
　
　
　
↑
ｏ
内
職
労
働
と
世
帯
状
況
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
婦
人
労
働
間
題
上
の
内
職
労
働
１

　
　
　
　
　
↑
ひ
内
職
世
帯
収
入

　
　
　
　
　
三
　
大
阪
府
内
職
従
事
状
況
調
査
結
果

ｃ
っ
内
職
従
事
世
帯

総
世
帯
の
う
ち
の
約
一
八
％
強
が
内
職
労
働
に
現
に
従
事
し
て
お
り
、
こ
の
す
ぐ
背
後
に
は
約
二
〇
％
強
の
内
職
労
働
希
望
者
－

　
　
内
職
労
働
者
の
量
的
存
在
に
関
す
る
調
査
と
推
定
（
坂
寄
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
（
五
六
三
）
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況状由理事従働労職内表ｕ第

％

ｍ
ｍ
　
舳
　
ｍ

数
実

棚
％
趾
乃
蜘
。
蝸
。
醐
。

　
　
め
る
　
　
た
て
　
　
う
充
　
る
足
足
補
に
他
け
繍
の
ギ
明
｛
一
一
不
ぷ
技
暇
そ
合
不
Ａ
Ｂ
　
　
　
Ｃ

の
　
　
の

数
　
　
も

目
　
　
る
　
一

事
．
あ
た

鴛
ｚ

間
の
言
を

時
み
上
み

事
の
以
の

従
票
つ
由

，
査
二
理

入
調
を
る

収
る
機
た

職
あ
動
主

内
入
事
，

一
記
従
は

注

的
収
入
不
足
」
に
は
子
供
の
教
育
費
と
か
教
養
娯
楽
費
な
ど
あ
る
い
は
小
遣
い
を
え
る
た
め
、
保
険
金
支
払
い
の
た
め
な
ど

わ
ち
、
家
計
調
査
上
の
分
類
で
い
え
ば
、
「
雑
費
」
あ
る
い
は
「
実
支
出
外
支
出
」
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
り

以
外
の
支
出
に
入
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
教
育
費
、
教
養
娯
楽
費
に
し
て
も
最
低
生
活
費
に
含
ま
れ
る
し
、
ま
た
生
命
保
険
料

に
し
て
も
一
定
金
額
ま
で
の
も
の
は
杜
会
保
障
の
制
度
が
不
十
分
な
現
状
に
お
い
て
は
最
低
生
活
費
の
中
に
見
込
ま
れ
ね
ば
な
ら
な

い
か
ら
・
衣
食
住
の
費
用
と
本
質
的
に
区
別
し
得
た
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
Ａ
の
理
由
と
Ｂ
の
理
由
と
に
は
本
質
的
な
相
違

が
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
ニ
ュ
ァ
ソ
ス
上
の
相
違
と
い
う
こ
と
が
正
し
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う
な
る
と
家
計
補
充
的
な
理
由
で
内

職
労
働
に
従
事
す
る
も
の
は
Ａ
と
Ｂ
と
を
合
計
し
た
八
○
・
六
％
に
達
す
る
わ
け
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
内
職
労
働
に
現
に
従
事
し

て
い
る
も
の
の
中
・
家
計
補
充
を
直
接
的
に
間
題
に
す
る
も
の
と
直
接
的
に
間
題
に
し
な
い
も
の
（
問
接
的
に
間
題
に
し
て
い
る
も

の
も
含
ま
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
）
と
の
比
率
は
概
ね
八
対
二
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
（
五
六
四
）

特
に
、
そ
の
中
の
約
四
割
は
懸
命
に
内
職
労
働
を
探
し
て
い
る
１
が
い

る
。　

こ
の
よ
う
な
内
職
労
働
に
従
事
し
て
い
る
人
六
が
ど
の
よ
う
な
理
由

を
も
っ
て
従
事
す
る
に
至
っ
た
か
を
先
づ
考
察
し
て
み
よ
う
。
第
十
一

表
に
よ
る
と
、
　
「
収
入
不
足
」
が
七
〇
・
三
％
コ
一
次
的
収
入
不
足
」

が
一
〇
・
三
％
で
、
「
そ
の
他
」
の
「
暇
が
あ
る
」
な
ど
が
一
九
．
四

％
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
「
収
入
不
足
」
と
コ
一
次
的
収
入
不

足
」
と
に
は
載
然
た
る
区
別
が
た
て
ら
れ
な
い
面
が
あ
る
が
、
　
コ
一
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
す
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
い
わ
ゆ
る
衣
食
住

‘

‘



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ｏ
こ
と
に
尉
連
し
て
と
い
う
か
、
こ
の
こ
と
を
よ
り
判
フ
き
り
さ
せ
る
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ａ
６
　
　
　
め
に
、
内
職
労
働
へ
の
一
日
平
均
の
従
事
時
間
お
よ
び
一
カ
月
平
均
の
従
事
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
数
を
付
け
加
え
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
先
づ
、
従
事
時
問
で
あ
る
が
、

　
　
問

　
　
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝸
　
　
　
第
九
図
に
よ
る
と
Ａ
類
で
は
、
十
二
時
問
以
上
が
二
二
・
五
％
、
九
～
十
二
時

　
　
働
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３

図
　
労
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
が
二
二
・
九
％
で
六
～
九
時
間
が
四
〇
・
八
％
で
、
累
計
で
は
六
八
・
二
％

　
　
り

　
　
当

　
　
目
　
劣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
も
達
す
る
。
Ｂ
類
で
は
十
二
時
間
以
上
六
・
四
％
、
九
～
十
二
時
問
が
一
〇
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

　
　
１
　
　
　
０

９
　
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
％
、
六
～
九
時
問
が
三
九
・
四
％
で
、
累
計
五
〇
％
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
対

　
　
み

　
　
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
、
家
計
補
充
的
目
的
を
直
接
的
に
は
表
面
に
だ
し
て
い
な
い
Ｃ
類
に
お
い

第
易
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
馳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
て
は
ど
う
か
と
み
る
と
、
十
二
時
問
以
上
と
い
う
超
長
時
問
労
働
が
四
・
四
％

　
　
事

　
　
従
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
あ
り
、
そ
れ
に
次
ぐ
九
～
十
二
時
問
が
六
・
六
％
で
、
家
事
そ
の
他
の
色
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
　
　
　
な
時
間
が
は
さ
ま
れ
と
い
う
と
決
し
て
正
常
な
も
の
と
は
み
な
し
え
な
い
で
あ

　
　
　
　
　
類
”
．
噺
．
類
　
類
　
ろ
う
六
～
九
時
間
で
は
三
四
・
八
％
に
差
し
て
い
る
・
次
に
・
労
働
日
数
の

　
　
　
　
　
Ａ
　
　
　
　
Ｂ
　
　
　
　
Ｃ
　
　
　
状
況
を
第
十
図
よ
っ
て
み
る
と
Ａ
類
で
は
一
ヵ
月
問
に
一
〇
目
未
満
と
い
う
の

は
僅
か
に
一
．
二
％
で
、
一
〇
～
一
五
日
が
九
％
で
あ
り
、
一
五
～
二
〇
目
が
一
九
・
九
％
、
そ
し
て
二
〇
日
以
上
が
六
九
・
九
％

と
い
う
圧
倒
的
比
率
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、
Ｂ
類
で
は
一
〇
目
未
満
が
九
・
四
％
、
一
〇
～
十
五
目
が
一
〇
・
四
％
、
一
五
～
二

〇
目
が
二
四
％
で
、
二
〇
目
以
上
が
五
六
・
二
％
で
あ
る
。
家
計
補
充
的
目
的
を
直
接
目
的
と
し
な
い
と
い
っ
て
い
る
Ｃ
類
で
も
、

一
〇
日
未
満
五
％
、
一
〇
～
一
五
目
一
〇
％
、
一
五
～
二
〇
日
が
三
〇
・
九
％
で
、
殆
ん
と
毎
日
仕
事
を
し
て
い
る
と
み
な
し
得
る

　
　
　
内
職
労
働
者
の
量
的
存
在
に
関
す
る
調
査
と
推
定
（
坂
寄
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
（
五
六
五
）

－

，
，
－
’
　
　
一
，
－
’
－

１

習
　
」
Ｌ
奇
２
以
＼
　
　
、

４

弓
〕

６

３
１
－
　
　
　
　
　
１
　
　
＼
、

＼

６

＼

２
問

〇
一１
■

’
』

　
　
　
一
時
＼
ｏ
Ｊ
　
　
　
　
ｏ
）
　
　
　
　
　
　
＼

、

３
　
　
　
　
　
＼
１
　
　
　
　
　
＼＼

＼

問

４

時

９３

９～

乃

８
　
　
　
　
６

ｏ４

、

＼

＼

＼

＼

＼

＼

間

５

寺

１

日

８
　
　
　
　
６

ム

９
　
　
　
　
～

２
　
　
　
　
３

、
、

加
針
削
．

１
　
　
１

１

一
２
一
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１
１
１
１

１
１
１

上

ｘ
↓

日

２

６
一

９

ｏ

９
一

２

５

６

％ＯＯ１

　
－
、
、

＼

＼

＼
＼

＼
＼

Ｏ

＼
日

４

Ｏ

２

２～

７

５

９
一

１

１

＼

’
！

＼

’
１

＼
５
＼
日

４

＼
１
１

〇
一

＼
～

１

０

’

．
１
－
＼

１

！

Ｏ

　
＼
＼
沿
繍

４

９

９
一

１

Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
　
　
　
　
　
　
　
１
１
・

２

１
一

１
４
．５９

０
一

３０

０
一

１５
Ｄ

　
　
　
　
　
類
　
　
　
　
類
　
　
　
　
類

　
　
　
　
　
Ａ
　
，
・
　
　
　
　
Ｂ
　
　
　
　
　
　
　
Ｃ

上
に
長
く
な
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
労
働
時
間
に
対
す
る
三
点
か
ら
の
考

察
に
よ
っ
て
、
Ａ
類
の
人
六
に
お
い
て
超
過
長
労
働
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な

く
、
Ｂ
お
よ
び
Ｃ
類
の
人
六
に
お
い
て
も
相
当
の
過
長
労
働
が
行
わ
れ
て
い
る
こ

亡
が
わ
か
る
の
て
あ
る
。
そ
し
て
、
内
職
労
働
に
従
事
す
る
に
至
っ
た
亜
由
の
如

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
（
五
六
六
）

二
〇
目
以
上
が
過
半
を
超
え
る
五
四
・
一
％
に
達
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
一

日
の
労
働
時
間
数
あ
る
い
は
労
働
目
数
が
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
長
い
と
い
う
こ

と
は
一
ヵ
月
問
に
お
け
る
総
労
働
時
問
の
長
さ
を
示
す
こ
と
に
は
な
ら
な
い
が

一
カ
月
問
の
労
働
目
数
が
二
〇
目
以
上
に
な
る
も
の
が
Ａ
類
で
約
七
割
、
Ｂ
お

よ
び
Ｃ
類
で
は
五
五
％
前
後
　
　
　
　
　
幻
　
’
１
不
晦
　
｝
　
　
　
　
ａ

を
占
め
、
ま
た
月
の
う
ち
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

半
分
以
上
す
な
わ
ち
一
五
目
　
　
　
　
　
　
　
　
蜘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
　
　
　
切

以
上
の
稼
働
で
見
る
と
、
Ａ
　
　
　
　
　
仙
　
　
伐
　
　
岬
　
　
　
　
閉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
況

類
で
は
約
九
割
、
Ｂ
お
よ
び
　
図
状

Ｃ
類
で
は
八
・
な
い
し
八
五
締
〃
笥
、
一

％
と
奪
て
い
る
と
こ
ろ
か
ｕ
の
　
　
変

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事

ら
す
れ
ば
、
一
ヵ
月
問
に
お
　
　
　
仕
　
　
　
　
　
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
職
　
　
　
仙

け
る
総
労
働
時
問
も
相
当
以
　
　
　
内
　
　
”
　
助
削
　
伽
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

、

類Ａ

類Ｂ

類ｃ
’

、



何
を
問
わ
ず
、
内
職
労
働
に
従
事
す
る
人
次
の
労
働
時
間
は
一
般
的
に
長
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
専
業
化
の
風
向
ば

明
確
で
一
般
的
に
は
恋
意
的
従
事
と
は
み
な
し
え
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
十
一
図
に
よ
る
と
内
職
労
働
に
お
け
る
浮
動
性
と

い
う
こ
と
が
、
な
お
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
　
「
同
じ
仕
事
が
続
い
て
あ
る
」
と
い
う
も
の
は
Ａ
，
Ｂ
，
Ｃ
類

の
い
づ
れ
に
お
い
て
も
四
〇
な
い
し
四
二
％
程
度
で
四
割
程
度
で
、
　
「
よ
く
途
切
れ
る
」
と
い
う
の
が
、
Ａ
類
で
四
〇
．
五
％
、
Ｂ

類
で
四
四
・
八
％
、
Ｃ
類
で
五
二
・
五
％
と
な
っ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
内
職
労
働
は
浮
動
性
を
残
し
つ
つ
も
専
業

化
の
傾
向
を
判
っ
き
り
と
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
わ
け
で
あ
っ
て
、
内
職
労
働
に
従
事
す
る
主
婦
（
従
事
す
る
大
部
分
は

家
庭
の
主
婦
で
あ
る
）
は
家
庭
の
主
婦
と
し
て
家
事
に
主
と
し
て
従
事
し
て
い
る
と
い
う
よ
り
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
に
散
居
的
な

形
態
を
と
っ
て
労
働
し
て
い
る
出
来
高
払
制
賃
労
働
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
　
　
　
’

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
反
面
に
お
い
て
資
本
は
低
賃
金
で
し
か
も
何
ん
ら
の
団
結
力
を
も
も
た
な
い
内
職
労
働
者
を
恒
常
的
に
把

握
し
て
お
こ
う
と
す
る
傾
向
を
み
せ
て
い
る
。
例
え
ば
大
阪
市
の
井
池
筋
Ｕ
商
店
の
場
合
に
は
エ
プ
ロ
ソ
の
縫
製
加
工
を
内
職
労
働

に
だ
し
て
い
る
が
、
一
定
の
品
質
を
確
保
す
る
た
め
に
東
住
吉
区
の
Ｍ
斡
旋
所
と
特
約
を
結
び
一
定
の
技
術
水
準
を
も
つ
内
職
者
に

の
み
仕
事
を
だ
す
よ
う
に
協
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
紳
士
既
成
服
、
学
生
服
お
よ
び
官
庁
の
制
服
な
ど
の
縫
製
を
し
て
い
る
Ｈ
縫
製

工
場
な
ど
で
も
豊
中
市
の
Ｓ
斡
旋
所
に
発
註
を
限
定
し
、
一
定
の
内
職
者
に
常
に
従
事
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

自
己
工
場
の
縫
製
品
だ
け
で
仕
事
が
不
足
す
る
と
き
は
他
工
場
の
仕
事
を
廻
す
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
行
っ
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
く

れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
仕
事
に
従
事
す
る
内
職
労
働
者
は
一
般
の
工
場
労
働
者
と
何
ん
ら
変
る
と
こ
ろ
な
く
、
低
賃
金
と
家
庭
が
仕
事

場
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
資
本
の
節
約
と
が
最
も
あ
ら
わ
な
姿
で
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
を

広
汎
に
認
め
る
こ
と
は
ま
だ
で
き
な
い
が
、
日
本
資
本
主
義
が
中
小
、
零
細
企
業
労
働
者
の
劣
悪
な
労
働
条
件
の
上
に
発
展
し
て
き

　
　
　
内
職
労
働
者
の
量
的
存
在
に
関
す
る
調
査
と
推
定
（
坂
寄
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
（
五
六
七
）
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間
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時
工
Ａ
百

位
り
単
当）均平（問時事従
従
Ｂ
月
間
ケ
時
－
事
数

月
目
ケ
事
－
従
り
間
当
時
目
事
－
従

収月
均
Ａ
平

円
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●

８
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●

７
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８
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Ｏ
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８
●

８２

Ｏ
●

２２

７
●
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時
７６

●

８

１２
■

６

４９
●

６

２９
●

７
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■

６

３８
●

６

３８
●

４

５２
●

６
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●

８
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●

７
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●

５

円
鯛
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の
＆
ｏ
ｕ
ｍ
ｍ
５
０
ｑ
ｏ
５
の

１
４
９
４
３
４
８
５
２
６
０

９
３
５
６
４
９
２
３
１
９
８

１
１
１
２
１
１
１
１
３
１
１

り
れ
り
装
け
り
け
し
け
物
ド

〆
一
一
劣
讐

　
お
　
　
　
　
物
の
の
　
　
一

具
い
子
タ
編
け
珠
〃
一
計

玩
グ
袋
菓
ボ
毛
ホ
真
ポ
ピ
時

８１
●

１１８
●

４５１Ｏ
●

２２３０
●

７６
●

９２７１計
、

』
１

単

純

作

業

７０
●

０２

５９
●

７１

２８
●

８２

６４
●

６１

０４
■

７２

００
●

０２

００
●

０２

１
●

６１１

Ｏ
●

８６１

２
●

６２１

４
●

１３ユ

２
●

６２１

２
●

５４１

Ｏ
●

０５１

６
●

８１

２
●

９ユ

３
●

９１

９
■

１２

６
●

７１

８
●

０２

Ｏ
●

５１

４２
●

６

５７
●

８

４５
●

６

００
●

６

７１
●

７

２９
●

６

ＯＯ
●

０１

３
●

０３３２

Ｏ
●

５１０３

７
●

５３５３

２
●

３６１２

３
●

８５４３

７
●

３０９２

Ｏ
●

０００３

裁
裁
工
う
物
め
エ

　
　
ロ
ゆ
　
　
　
加

　
　
カ
　
　
　
　
と

　
　
　
し
編
　
玉

　
　
ソ
刺
　
　
ま

　
　
　
　
　
　
　
ス

　
　
　
及
糸
反

　
　
シ
．
　
　
月
ラ

　
　
　
芸

和
洋
ミ
手
毛
洋
ガ

６２
●

１２２９２１７
●

９１６５
●

６５
■

９５７２計
、

』
１

技

能

作

業

５７
●

４１５
●

０５１４
●

１２７９
●

６４
●

９６３２均平総

う
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
幾
つ
か
の
事
例
に
ぶ
つ
か
っ
た
の
で
あ
り

吋
る
課
題
と
し
て
残
さ
れ
た
問
題
光
と
い
五
よ
う
。

　
　
六
　
（
五
六
八
）

た
と
い
う
こ
と
が
、
今
や
内
職

労
働
を
も
そ
の
底
辺
に
組
入
れ

て
き
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し

て
、
こ
の
こ
と
は
戦
後
目
本
の

独
占
資
本
が
ア
メ
リ
カ
独
占
資

本
に
従
属
し
つ
つ
尚
自
か
ら
を

強
力
に
発
展
さ
せ
て
行
っ
て
い

る
な
ぞ
の
一
方
の
極
を
な
す
も

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な

わ
ち
、
工
場
に
お
い
て
は
機
械

化
、
自
動
化
が
あ
り
、
他
方
に

は
こ
の
よ
う
な
手
労
働
の
内
職

労
働
が
存
在
す
る
。
こ
の
こ
と

は
こ
の
調
査
に
お
い
て
断
定
し

　
　
　
　
、
今
後
の
調
査
に
嘉

’
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７

７
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２
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同
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６
９
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２
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４
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６
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，

９
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７
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４

４
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５

４

４

４

４

４

３

９

１

２
～

数
滴

円
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８
４
０
３
９
８
６
９
６

０

備

２

２

８

８

９

２

３

１

１

７

１

４

８

３

７

７

７

８

７

７

９

模

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

４

３

４

４

４

４

４

４

４

４

規業

金

円

企

賃

３
７
３
２
０
５
１
Ｆ
Ｏ
（
Ｏ
Ｏ
）

０

Ｏ

６

６

２

３

２

７

７

８

均

２
，

３
９
４
４
４
５
４
・
３
８

，

，

，

，

，

，

，

，

，

５

４
４
５
５
５
５
５
５
４

平

ｕ易
、、

模

計
満
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
上

規

未
２
０
２
５
３
０
３
５
４
０
５
０
６
０
以

歳

～

～

～

～

～

～

～
歳

総
１
８
１
８
２
０
２
５
３
０
３
５
４
０
５
０
６
０

りよ巻
１
９第書告報果結査調

金
　
　
月

賃
　
　
４

別
　
　
年

人
　
　
２
９

偶
　
　
和

，
　
昭

省働
一
時

労
成
査
一
作
調

注

　
本
筋
か
ら
少
し
そ
れ
た
が
、
元
に
も
ど
し
て
内
職
労
働
の
工
賃

間
題
に
つ
い
て
み
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
箪
十
二
表
に
よ
る

と
内
職
労
働
者
の
平
均
月
収
は
二
、
三
六
九
円
で
あ
り
、
平
均
実

労
働
時
問
は
一
五
〇
時
問
（
一
目
の
平
均
実
労
働
時
問
約
七
時
間
、

月
平
均
稼
働
日
数
二
一
・
五
目
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
労
働

省
の
個
人
別
賃
金
調
査
結
果
（
第
十
三
表
）
と
対
比
し
て
み
よ
う
。

個
人
別
賃
金
調
査
は
昭
和
二
九
年
四
月
で
あ
り
、
本
調
査
は
昭
和

三
一
年
八
月
で
あ
る
か
ら
二
年
間
以
上
の
ひ
ら
き
が
あ
り
、
し
か

も
こ
の
問
に
い
わ
ゆ
る
神
武
景
気
に
向
っ
て
の
景
気
の
急
上
昇
が

あ
っ
た
の
で
比
較
す
る
こ
と
は
可
成
り
無
理
で
あ
る
が
他
に
適
当

な
資
料
が
な
い
の
で
止
む
を
得
ず
こ
の
よ
う
な
比
較
を
行
わ
ざ
る

を
え
な
い
。
　
（
尚
、
毎
月
勤
労
統
計
調
査
に
よ
る
製
造
業
の
名
目
賃
金
の
対
前
年
上
昇
率
は
、
昭
和
三
〇
年
平
均
で
五
．
○
％
、
昭

和
三
一
年
平
均
で
は
一
〇
・
九
％
で
あ
る
）
個
人
別
賃
金
調
査
の
小
企
業
（
一
〇
～
二
九
人
規
模
）
の
女
子
労
務
者
の
平
均
賃
金
は

五
、
二
〇
三
円
で
小
企
業
に
お
け
る
女
子
労
務
者
の
賃
金
の
低
劣
さ
を
示
し
て
い
る
。
内
職
労
働
に
従
事
す
る
掃
人
の
多
く
は
二
五

歳
以
上
で
あ
る
か
ら
そ
の
年
令
階
層
の
平
均
賃
金
を
み
る
と
五
、
五
〇
〇
円
前
後
で
あ
る
。
勤
続
年
数
の
短
い
勤
続
六
カ
月
未
満
で

も
四
、
八
○
○
円
前
後
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
小
企
業
女
子
労
働
者
の
低
賃
金
（
勤
続
六
カ
月
未
満
）
に
比
較
し
て
も
内
職
労
働
者

の
工
賃
は
格
喫
と
低
く
、
単
純
作
業
で
は
三
六
％
、
技
能
作
業
で
も
六
〇
％
に
達
し
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
大
巾
な
格
差
が

　
　
　
内
職
労
働
者
の
量
的
存
在
に
関
す
る
調
査
と
推
定
（
坂
寄
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
七
　
（
五
六
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
七
巻
．
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
　
（
五
七
〇
）

存
在
す
る
原
因
に
つ
い
て
の
資
料
を
も
ち
あ
わ
せ
な
い
が
、
内
職
労
働
の
工
貧
は
発
註
工
場
の
労
働
者
の
賃
金
決
定
と
は
別
個
に
行

　
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
勿
論
過
去
に
お
い
て
は
工
場
労
働
者
の
賃
金
を
基
礎
に
し
、
仲
介
業
者
の
費
用
、
不
良

品
発
生
率
な
ど
の
マ
イ
ナ
ス
の
要
件
や
労
務
管
理
費
そ
の
他
の
プ
ラ
ス
の
要
件
な
ど
を
考
慮
し
た
上
で
の
工
賃
算
定
が
な
さ
れ
た
の

　
で
あ
ろ
う
（
内
職
労
働
が
交
渉
権
を
も
た
な
い
の
で
そ
の
算
定
結
果
以
下
に
実
際
の
工
賃
は
引
下
げ
ら
れ
る
が
）
。
し
か
し
、
内
職

労
働
の
長
い
歴
史
の
間
に
工
賃
は
引
下
げ
ら
れ
て
、
工
場
労
働
者
の
賃
金
と
関
連
性
が
見
失
わ
れ
た
独
自
の
低
工
賃
が
作
く
ら
れ
て

し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
多
分
に
勝
手
な
推
測
は
別
に
し
て
、
内
職
工
賃
に
は
工
場
労
働
者
の
賃
金
と
は
比

較
し
え
な
い
低
さ
が
現
実
に
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
し
か
も
こ
の
よ
う
な
低
工
賃
を
求
め
て
内
職
労
働
を
希
望
し
、
従
事
す
る

も
の
が
広
汎
に
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
は
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
ま
た
、
内
職
労
働
の
存
在
解
明
の
重
要
性
さ
が
あ
る
と
い

　
え
る
。

　
　
以
上
の
よ
う
に
内
職
労
働
者
の
工
賃
は
工
場
女
子
労
働
者
あ
る
い
は
同
年
輩
の
婦
人
労
働
者
の
賃
金
よ
り
も
大
巾
に
低
劣
で
あ
る
。

　
　
一
般
的
に
は
内
職
工
賃
は
以
上
の
よ
う
で
あ
る
が
少
し
具
体
的
に
こ
の
実
情
を
み
る
と
、
玩
具
つ
く
り
、
袋
貼
り
な
ど
の
単
純
作

業
の
工
賃
は
安
く
て
、
平
均
月
収
は
約
一
、
七
三
〇
円
、
（
実
労
働
時
問
約
一
五
五
時
問
、
一
日
平
均
労
働
時
問
約
七
時
間
、
二
二

目
稼
働
）
で
あ
る
。
和
裁
な
ど
の
技
能
的
な
作
業
に
な
る
と
平
均
月
収
二
、
三
六
九
円
（
実
労
働
時
問
約
一
五
一
時
問
、
一
目
平
均

労
働
時
問
約
七
時
問
、
二
一
日
稼
働
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
両
者
の
工
賃
を
比
較
す
る
た
め
に
一
時
問
当
り
工
賃
を
だ
し
て
み
る

．
と
前
者
で
一
一
円
一
八
銭
、
後
者
で
一
四
円
七
五
銭
と
な
っ
て
い
て
、
単
純
作
業
の
工
賃
は
技
能
的
作
業
の
工
賃
よ
り
も
二
割
五
分

程
低
く
な
つ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
内
職
職
種
別
に
一
時
問
当
り
の
工
賃
を
み
る
と
、
単
純
作
業
で
は
一
〇
円
未
満
が
グ
リ
コ
の
お
ま
け
入
れ
の
七
円
二
二
銭
、
玩
具



ゾ
く
り
の
八
円
八
二
銭
で
あ
り
、
中
位
に
あ
る
の
が
袋
貼
り
の
一
〇
円
二
四
銭
、
真
珠
の
穴
通
し
の
一
一
円
三
七
銭
か
ら
ボ
タ
ソ
付

け
の
二
一
円
七
三
銭
で
あ
る
。
比
較
的
高
い
の
は
菓
子
の
包
装
の
一
四
円
二
銭
と
時
計
バ
ソ
ド
の
一
五
円
三
〇
銭
と
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
一
時
間
当
り
工
賃
が
低
い
の
で
月
収
も
勢
い
低
く
な
ら
ざ
る
を
え
ず
、
二
〇
〇
〇
円
を
か
せ
ぎ
だ
す
こ
と
が
せ
い
ぜ
い
の
よ

う
に
み
ら
れ
る
。
勿
論
、
ボ
タ
ソ
の
穴
あ
け
（
時
間
当
り
工
賃
二
一
円
四
〇
銭
）
の
よ
う
に
一
日
平
均
労
働
時
問
八
・
七
五
時
問
、

二
八
・
八
目
稼
働
、
月
問
総
労
働
時
問
二
五
二
時
間
と
い
う
全
く
驚
異
的
な
過
長
労
働
に
よ
っ
て
平
均
月
収
三
、
二
一
五
円
と
い
う

の
も
あ
る
が
、
こ
う
よ
う
な
の
は
言
葉
通
り
の
肉
体
磨
消
的
な
苦
汗
労
働
の
結
果
で
あ
っ
て
急
速
に
改
善
さ
れ
ね
ば
病
気
で
た
お
れ
、

家
計
補
助
収
入
を
求
め
て
家
計
を
破
壌
す
る
こ
と
に
．
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
技
能
的
な
作
業
の
工
賃
状
況
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
こ
と
わ
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
技
能
的
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
熟
練

度
の
高
い
内
職
者
の
場
合
に
は
相
当
の
収
入
を
上
げ
る
者
も
あ
る
。
例
え
ば
和
服
と
か
洋
服
な
ど
で
は
し
ば
し
ば
そ
の
よ
う
な
人
六

が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
人
友
の
場
合
は
、
和
裁
士
と
し
て
ま
た
洋
裁
士
と
し
て
一
流
の
技
能
を
も
っ
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
私
が
過
去

に
経
験
し
た
例
は
そ
の
典
型
的
な
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
一
流
の
婦
人
洋
装
店
の
専
属
の
デ
ザ
ィ
ナ
ー
で
あ
っ
た
が
、
家
庭
に
入
っ

て
家
で
仕
事
を
し
て
い
る
と
い
う
婦
人
で
特
別
の
仕
事
場
を
も
ち
、
必
要
な
設
備
も
そ
ろ
え
て
い
て
、
二
万
円
以
上
の
月
収
を
あ
げ

て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
掃
人
を
和
裁
な
ど
で
も
み
か
け
る
が
例
外
で
あ
っ
て
技
能
的
と
い
っ
て
も
内
職
と
い
う
言
葉
の
ニ
ュ
ァ
ソ
ス

を
も
つ
よ
う
な
技
能
的
作
業
と
し
て
考
え
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
本
調
査
に
お
け
る
結
果
と
し
て
は
、
技
能
的
作
業
の
職
種
別
の
一

時
問
当
り
工
賃
は
手
芸
お
よ
び
刺
し
ゆ
う
の
ニ
ハ
円
四
六
銭
、
洋
裁
の
一
七
円
九
五
銭
が
低
く
、
和
裁
、
洋
服
の
ま
と
め
お
よ
び
ガ

ラ
ス
玉
加
工
が
二
〇
円
程
度
で
中
位
に
あ
り
、
ミ
シ
ソ
加
工
と
毛
糸
編
物
が
二
八
円
前
後
で
最
も
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

時
問
当
り
工
賃
は
単
純
作
業
の
職
種
の
工
賃
よ
り
も
倍
程
度
に
な
っ
て
い
る
が
、
労
働
時
問
が
幾
分
短
か
く
て
月
収
は
、
、
、
シ
ソ
加
工

　
　
　
内
職
労
働
老
の
量
的
存
在
に
関
す
る
調
査
と
推
定
（
坂
寄
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
　
（
五
七
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
七
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
　
（
五
七
二
）

の
平
均
三
、
五
三
七
円
七
〇
銭
を
最
高
と
し
て
三
、
○
○
○
円
程
度
の
も
の
が
多
い
。

　
以
上
の
よ
う
な
結
果
か
ら
す
る
と
、
内
職
工
賃
は
単
純
作
業
と
技
能
的
作
業
と
で
相
当
の
ひ
ら
き
は
存
在
す
る
が
一
般
に
い
わ
れ

て
い
る
通
り
劣
悪
で
あ
る
。
こ
こ
で
こ
の
よ
う
な
内
職
工
賃
の
劣
悪
さ
に
つ
い
て
は
間
題
に
し
な
い
。
こ
こ
で
は
内
職
工
賃
が
こ
の

よ
う
に
劣
悪
な
状
況
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
内
職
労
働
に
よ
っ
て
は
特
殊
な
場
合
を
除
い
て
は
生
活
を
維
持
し
え
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
内
職
労
働
は
収
入
と
し
て
は
独
立
し
た
意
義
を
も
ち
え
ず
、
家
計
補
助
的
役
割
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は

す
な
わ
ち
、
内
職
労
働
に
従
事
す
る
人
を
家
庭
の
主
婦
に
主
と
し
て
限
定
す
る
原
因
で
も
あ
り
、
内
職
労
働
の
量
的
存
在
を
調
査
す

る
に
当
っ
て
は
主
と
し
て
家
庭
の
主
掃
が
対
象
と
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
っ
て
く
る
わ
け
で
あ
る
。
内
職
労
働
に
従
事
す
る
の

が
、
世
帯
の
生
計
中
心
者
で
な
く
、
ま
た
男
子
で
な
い
と
い
う
の
も
こ
の
よ
う
な
内
職
工
賃
の
劣
悪
さ
に
あ
る
。
ま
た
、
内
職
労
働

に
従
事
す
る
婦
人
が
独
立
掃
人
労
働
者
と
し
て
考
え
ら
れ
な
い
の
も
こ
の
よ
う
な
劣
悪
な
内
職
工
賃
に
あ
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
故
内
職
労
働
へ
の
従
事
は
家
庭
の
主
婦
に
時
問
的
余
裕
が
あ
る
と
か
、
勤
務
に
で
ら
れ
な
い
と
か
と
い
う
こ
と
で
は
な
く

　
矢
張
り
、
内
職
労
働
へ
従
事
せ
し
め
る
も
の
は
家
計
補
助
的
収
入
だ
と
い
う
こ
と
が
い
え
よ
う
。

四
　
内
職
労
働
者
の
量
的
存
在

　
以
上
の
よ
う
な
大
阪
府
内
職
労
働
実
態
調
査
結
果
を
通
じ
て
内
職
労
働
者
の
量
的
存
在
を
種
人
み
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を

総
括
す
る
前
に
残
さ
れ
た
一
、
二
の
間
題
に
ふ
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
れ
は
内
職
労
働
者
の
存
在
す
る
世
帯
の
階
級
と
杜
会
階
層
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
調
査
に
お
い
て
は
自
営
者
世
帯
は
調
査

対
象
世
帯
か
ら
秩
外
し
て
あ
る
の
で
、
１
ご
く
１
零
絹
の
も
の
は
一
部
入
れ
て
あ
る
が
１
こ
こ
で
は
社
会
階
級
よ
り
も
労
働
者
階
－
級
内

’



の
杜
会
階
層
あ
る
い
は
生
活
階
層
と
い
っ
た
も
の
が
問
題
に
な
る
。
内
職
労
働
者
の
多
く
が
主
婦
で
あ
り
、
主
掃
と
し
て
家
庭
に
い

て
家
事
に
従
事
し
な
が
ら
、
家
計
の
相
対
的
不
足
を
補
う
た
め
に
内
職
労
働
に
従
事
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
世

帯
の
主
生
計
担
当
者
の
杜
会
階
層
を
知
る
こ
と
が
、
内
職
労
働
を
理
解
す
る
た
め
の
不
可
欠
の
要
件
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

内
職
労
働
収
入
が
劣
悪
で
あ
り
、
内
職
労
働
者
自
身
の
生
活
費
す
ら
も
賄
い
え
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
、
世
帯
主
収
入
の
相
対

的
不
足
を
補
充
す
る
意
義
し
か
な
い
と
は
い
え
、
そ
れ
だ
か
ら
と
い
っ
て
内
職
労
働
者
の
独
立
性
を
否
定
し
、
世
帯
の
主
所
得
者
の

側
か
ら
の
み
問
題
に
す
る
こ
と
は
誤
り
で
あ
る
。
内
職
労
働
収
入
の
低
劣
さ
が
存
在
し
、
ン
、
れ
故
に
家
計
補
充
的
役
割
し
か
も
ち
え

な
い
と
は
い
え
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
間
題
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
内
職
労
働
の
独
立
的
な
存
在
を
否
定
せ
し
め
る
も
の
に
は
な
ら

な
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
註
、
さ
ぎ
に
、
内
職
労
働
調
査
方
法
を
間
題
に
し
た
と
き
に
１
、
世
帯
主
の
労
働
を
通
じ
て
調
査
す
る
方
法
に
っ
い
て
ふ
れ
た
が
、
そ
れ
は
単
に
調
査

　
　
方
法
上
の
間
題
で
あ
っ
て
内
職
労
働
の
独
立
性
を
否
定
し
た
こ
と
ば
で
は
な
い
。

　
さ
て
、
内
職
労
働
と
杜
会
階
層
と
の
関
係
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
が
、
本
来
な
ら
、
内
職
を
希
望
し
な

い
世
帯
、
希
望
す
る
世
帯
お
よ
び
従
事
し
て
い
る
世
帯
の
全
て
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
本
調
査
の
経
済
的
制
約
か

ら
希
望
世
帯
と
従
事
世
帯
に
つ
い
て
の
み
調
査
し
た
の
で
、
こ
こ
で
も
こ
れ
ら
の
世
帯
に
お
け
る
杜
会
階
層
の
み
を
検
討
す
る
に
止

め
ざ
る
を
え
な
い
。

　
第
十
四
表
に
よ
る
と
、
内
職
労
働
を
希
望
す
る
世
帯
の
杜
会
階
層
を
み
る
と
、
現
場
労
働
者
が
三
三
．
八
％
で
約
三
分
の
一
を
占

め
、
そ
れ
に
次
い
で
は
普
通
サ
ラ
リ
ー
マ
ソ
の
二
六
・
七
％
で
あ
る
。
そ
し
て
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ソ
（
上
層
）
と
零
細
自
営
者
と
で
は

大
体
同
じ
で
前
者
の
二
一
・
八
％
、
後
者
の
一
〇
・
四
％
で
あ
る
。
失
業
者
お
よ
び
無
職
者
で
は
六
％
、
小
店
員
で
は
五
．
一
％
で

　
　
　
内
職
労
働
老
の
量
的
存
在
に
関
す
る
調
査
と
推
定
（
坂
寄
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
（
五
七
三
）
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況状層階会杜の帯世事従
■

望希表
１
４第

帯世事従帯世望希

％数実％数実

．
口
刀

望
事
希
従

分区層

の
階

帯
会
世
杜

Ｏ
●

５

１
●

０１

９
●

２

４
●

３

９
●

９３

８
●

２２

７
●

７

２
●

７

６
●

０

４
●

０

５
５

０ユー

３
１

３
７

３３４

７４２

８
３

７
８

（
ｏ
　
４

６
●

１

０
●

６

５
●

２

１
●

５

８
●

３３

７
●

６２

８
●

２１

４
●

０１

８
●

Ｏ

３
●

０

２
０

７
６

３
１

６
５

７２４

７３３

２６１

１３１
ｏ
Ｊ
　
４

　
　
　
　
　
　
）

人
者
老
員
老
ソ
上
者
業
明

鰍
働
働
マ
イ
営

亡
及
労
店
労
一
マ
自
由

　
　
　
　
　
リ
　
一

　
者
　
業
雇
　
場
ラ
リ
細

未
失
目
小
現
サ
ラ
零
自
不

　
　
　
　
　
　
サ

０
●

００１４８０，１Ｏ
●

００１２６２，１計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
　
（
五
七
四
）

　
員
場
　
未
業
な
　
て
あ
　
業
正
　
場
　
杜
上
収

　
帯
い
　
歳
無
常
　
し
夫
一
事
（
　
る
　
会
ソ
月
一

　
世
な
　
６
０
，
正
　
事
人
合
模
員
　
い
　
　
，
マ
か
合
　
　
一

　
の
い
　
上
合
で
　
従
に
場
規
誘
　
て
　
場
一
る
場
　
ど

　
他
が
　
以
場
ど
　
に
ど
る
小
勧
　
し
　
工
　
、
の
　
な

　
，
員
　
歳
た
な
　
業
な
い
，
険
　
事
　
の
リ
レ
ソ
　
匠

一
で
帯
　
２
５
い
病
　
事
業
て
細
保
一
従
　
外
ラ
て
マ
一
師

り
人
世
　
る
て
疾
合
対
送
し
零
，
む
に
　
以
サ
い
一
合
の

通
婦
き
　
れ
し
，
場
失
運
業
の
合
含
働
　
者
，
つ
リ
場
り

の
た
べ
　
ら
業
具
い
が
，
就
門
場
も
労
　
働
合
に
ラ
の
踊

記
し
る
　
み
就
不
な
者
業
て
部
る
を
場
　
労
場
職
サ
業
，

下
別
な
　
と
在
が
え
得
建
し
業
い
ど
現
　
場
る
役
の
営
茶

は
離
と
　
者
現
者
し
所
工
と
産
て
な
産
　
現
い
的
上
自
お

分
死
者
　
得
が
得
事
主
と
時
次
し
）
生
　
　
一
て
理
以
細
，

区
と
得
　
所
子
所
従
一
合
臨
三
業
外
一
　
ソ
し
管
円
零
花

層
夫
所
　
主
男
主
に
老
場
は
第
就
員
老
　
マ
業
は
ｏ
〇
一
生

階
一
主
一
一
の
一
働
働
る
い
一
に
杜
働
一
一
就
と
ル
者
一

会
人
に
１
合
者
満
者
労
労
い
る
員
所
規
労
合
リ
に
層
２
４
業
業

杜
亡
業
　
雇
店
場
ラ
　
営
由

一
未
　
　
失
　
　
　
目
　
　
小
　
　
現
　
サ
　
　
　
自
自

注

あ
り
、
旦
雇
労
働
者
、
未
亡
人
、
自
由
業
な
ど
は
ご
く
僅
か
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
内
職
労
働
従
事
者
の
杜
会
階
層
を
み
る

と
大
体
同
じ
傾
向
が
み
ら
れ
、
現
場
労
働
者
の
三
九
・
九
％
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ソ
の
二
二
・
八
％
で
あ
る
が
、
箪
三
位
は
失
業
者
お
よ

び
無
職
者
の
一
〇
・
一
％
で
、
そ
れ
ら
に
次
い
で
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ソ
上
層
の
七
・
七
％
、
零
細
自
営
者
の
七
二
一
％
、
未
亡
人
の

五
・
○
％
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
で
は
、
小
店
員
の
三
・
四
％
旦
雇
労
働
者
の
二
・
九
％
、
自
由
業
者
の
○
・
六
％
と
僅
少
で
あ

る
。　

以
上
の
よ
う
な
結
果
に
つ
い
て
統
一
的
に
検
討
す
る
と
、
現
場
労
働
者
が
内
職
労
働
希
望
世
帯
の
約
三
分
の
一
、
従
事
世
帯
で
は

約
四
割
と
い
う
圧
倒
的
な
高
率
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
第
一
に
指
摘
で
き
る
。
こ
れ
に
次
ぐ
も
の
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ソ
階
層
で
内
職
労



働
希
望
世
帯
の
四
分
の
一
強
、
従
事
世
帯
で
五
分
の
一
強
を
示
し
て
い
る
。
ン
、
し
て
こ
れ
に
隣
り
す
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ソ
階
層
の
上
層

部
で
も
内
職
労
働
を
希
望
す
る
世
帯
の
二
一
．
八
％
、
従
事
世
帯
で
七
・
七
％
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
内
職
労
働
が
労
働
者

階
級
の
全
て
に
広
汎
化
し
て
い
る
こ
と
を
単
的
に
１
物
語
っ
て
い
る
し
、
ま
た
前
述
し
た
よ
う
に
収
入
階
層
的
な
収
入
不
足
が
存
在
し

て
い
る
こ
と
を
も
物
語
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
労
働
者
階
級
の
中
・
上
層
部
へ
の
拡
大
と
は
逆
に
、
失
業
者
お
よ
び
無

職
者
階
層
あ
る
い
は
旦
展
労
働
者
階
層
の
占
め
る
比
率
は
明
確
に
低
位
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
両
階
層
を
合
計
し
て
も
内

職
労
働
希
望
世
帯
の
う
ち
で
八
．
五
％
す
な
わ
ち
一
割
に
も
満
た
ず
、
ま
た
従
事
世
帯
の
う
ち
で
も
二
二
％
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
収
入
階
層
別
に
み
た
内
職
労
働
を
希
望
し
な
い
理
由
状
況
の
結
果
と
同
一
傾
向
で
あ
る
こ
と
が
思
い
だ
さ
れ
る
の
で
あ

っ
て
、
内
職
労
働
が
絶
対
的
な
低
収
入
の
杜
会
階
層
か
ら
遊
離
し
て
行
き
つ
つ
あ
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
以
上
の
よ
う
な
杜
会
階
層
と
内
職
労
働
と
の
関
係
を
収
入
状
況
と
関
連
さ
せ
て
み
る
と
第
十
二
図
の
通
り
で
あ
る
。
圧

倒
的
高
率
を
示
す
現
場
労
働
者
階
層
を
と
っ
て
み
る
と
内
職
労
働
希
望
世
帯
で
は
二
一
、
○
○
○
円
か
ら
二
四
、
○
○
○
円
未
満
の

収
入
階
層
が
約
七
〇
％
を
占
め
、
し
か
も
二
八
、
○
○
○
円
以
上
の
収
入
階
層
で
も
一
割
以
上
が
内
職
労
働
を
希
望
し
、
逆
に
、
一

二
、
○
○
○
円
未
満
の
合
計
で
１
八
％
に
す
ぎ
な
い
。
そ
し
て
、
内
職
従
事
世
帯
の
場
合
に
お
い
て
も
、
二
一
、
○
○
○
円
か
ら
二
、

四
〇
〇
〇
円
未
満
の
比
率
が
高
く
て
矢
張
り
約
七
割
を
占
め
て
い
る
。
た
だ
こ
の
場
合
は
低
収
入
階
層
の
比
率
が
幾
分
高
く
な
っ
て

い
て
、
内
職
労
働
希
望
よ
り
も
低
収
入
階
層
へ
の
傾
斜
を
強
め
て
は
い
る
。
こ
こ
に
も
判
っ
き
り
と
、
内
職
労
働
が
最
下
層
に
基
礎

を
お
か
ず
、
そ
れ
よ
り
も
幾
分
高
い
収
入
階
層
か
ら
高
い
方
に
向
っ
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は

サ
ラ
リ
ー
マ
ソ
階
層
で
は
よ
り
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ソ
階
層
で
内
職
労
働
を
希
望
す
る
収
入
階
層

は
二
〇
、
○
○
○
円
～
二
四
、
○
○
○
円
未
満
が
三
五
・
九
％
と
い
う
高
率
を
示
し
、
こ
れ
を
頂
点
と
し
て
幾
分
低
い
方
に
大
き
な

　
　
　
内
職
労
働
者
の
量
的
存
在
に
関
す
る
謂
査
と
推
定
（
坂
寄
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
　
（
五
七
五
）
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立
命
館
経
済
学
（
第
七
巻
．
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
　
（
五
七
八
）

比
率
を
保
っ
て
い
る
が
、
高
い
方
に
向
っ
て
も
二
二
・
九
％
（
九
・
五
％
と
二
二
・
四
％
）
の
比
率
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
内
職
希
望
世
帯
の
収
入
階
層
分
布
状
況
を
み
て
も
矢
張
り
、
二
〇
・
○
○
○
円
～
二
四
、
○
○
○
円
未
満
の
収
入
階
層
が
三

六
％
で
比
率
が
最
も
高
い
。
た
だ
こ
の
場
合
に
は
こ
れ
以
上
の
収
入
階
層
で
は
二
二
・
四
％
（
六
・
一
％
と
七
・
三
％
）
と
低
率
で

二
一
、
○
○
○
円
～
ニ
ハ
、
○
○
○
円
の
収
入
階
層
で
二
五
・
九
％
と
い
う
比
率
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ソ
階
層
の
場
合
に
お
い
て
は
現
場
労
働
者
の
場
合
と
相
異
し
て
上
位
の
収
入
階
層
に
大
き
な
比
率
を
保
ち
な
が
ら
下
位
に
向
っ
て
分

布
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ソ
階
層
に
み
ら
れ
る
こ
の
傾
向
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ソ
上
層
に
お
い
て
は
一
層
著
し
い
傾
向
を
み

せ
て
い
る
。
以
上
は
現
場
労
働
者
階
層
よ
り
も
収
入
が
比
較
的
高
い
杜
会
階
層
に
お
け
る
傾
向
を
み
た
の
で
あ
る
が
、
現
易
労
働
者

階
層
よ
り
も
低
い
階
層
に
つ
い
て
み
る
と
旦
履
労
働
者
階
層
、
失
業
者
お
よ
び
無
職
者
階
層
、
未
亡
人
階
層
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

収
入
階
層
の
低
位
の
方
に
重
心
を
移
行
さ
せ
て
行
っ
て
い
る
傾
向
を
判
っ
き
り
と
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
か
く
て
、
内
職
労
働
は
単
に
収
入
階
層
ご
と
の
家
計
不
足
を
補
充
す
る
も
の
と
し
て
存
在
し
て
い
る
の
で
は
な
く
て
、
労
働
者
階

級
内
の
杜
会
階
層
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
一
定
の
生
活
様
式
に
収
入
が
対
応
し
え
な
い
と
き
に
、
そ
の
家
計
を
補
充
す
る
も
の
と
し

て
内
職
労
働
に
よ
る
収
入
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
ば
内
職
労
働
の
量
的
存
在
を
調
査

す
る
に
当
っ
て
は
杜
会
階
層
区
分
な
ら
び
に
収
入
階
層
区
分
を
行
う
た
め
に
必
要
な
事
項
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
る
。
も
し
こ
の

よ
う
な
事
項
が
調
査
さ
れ
な
け
れ
ば
得
ら
れ
た
調
査
結
果
か
ら
内
職
労
働
の
量
的
存
在
を
正
し
く
推
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ

ろ
う
。

四
内
職
労
働
従
事
者
の
性
と
年
令

　
内
職
労
働
に
従
事
す
る
者
は
女
子
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
き
た
し
、
過
去
の
内
職
調
査
で
も
明
か
に
さ
九
て
き
た
。
昭
和
十
年
の
東



京
市
の
調
査
結
果
で
は
九
四
・
七
％
、
昭
和
十
四
年
の
大
阪
市
の
調
査
結
果
で
は
九
六
・
七
％
が
女
子
で
あ
る
。
ま
た
、
戦
後
の
昭

和
二
六
年
の
大
阪
市
立
大
学
経
済
研
究
所
の
調
査
結
果
で
も
九
四
・
五
％
が
女
子
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
内
職
労
働
に
従
事
す
る
者
は
圧
倒
的
に
女
子
で
あ
る
が
、
本
調
査
結
果
で
も
一
、
二
六
六
人
中
一
、
一
五
六
人
が
女

子
で
九
一
・
三
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
内
職
労
働
を
希
望
す
る
者
の
場
合
に
も
同
じ
傾
向
を
示
し
て
い
て
希
望
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
三
五
七
人
中
九
六
・
五
％
が
女
子
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
の
よ
う
に
、
内
職
労
働
に
従
事
す
る
者
が
殆
ん
ど
女
子
で
し
か
な
い
と
い
う

況
状
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
は
内
職
工
賃
が
安
い
た
め
に
そ
の
収
入
で
は
家
計
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
な

易
層
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
た
め
で
あ
る
。
後
に
ふ
れ
る
よ
う
に
男
子
の
場
合
に
は
高
年
令
者
が
多
い
こ
と
に

階齢
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
表
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
男
子
が
従
事
す
る
場
合
に
は
老
人
と
か
不
具
者
あ

易
女
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
い
は
失
業
中
の
一
時
的
な
内
職
従
事
な
ど
で
あ
っ
て
、
女
子
の
場
合
と
は
違
っ
た

男の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
容
意
味
を
も
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

者樽
　
　
　
　
　
　
　
尚
、
希
望
者
圭
び
従
薯
の
年
令
別
状
況
萎
る
嘉
十
五
表
の
通
り
で
あ
る
。

望
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
先
づ
、
女
子
に
つ
い
て
み
る
と
、
従
事
者
、
希
望
者
の
い
づ
れ
の
場
合
に
お
い
て
も

希
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
才
以
下
は
少
い
。
そ
し
て
、
二
六
～
四
〇
歳
の
年
令
階
層
に
多
く
て
従
事
者
で

表１
５
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
・
八
％
、
希
望
者
で
五
四
・
四
％
と
な
っ
て
い
て
約
半
数
前
後
を
占
め
て
い
る
。

第
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
し
て
四
一
～
六
〇
歳
が
従
事
者
で
三
五
・
三
％
、
希
望
者
が
三
二
・
九
％
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
歳
以
上
も
五
％
未
満
で
あ
る
。

　
　
　
内
職
労
働
老
の
量
的
存
在
に
関
す
る
調
査
と
推
定
（
坂
寄
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
　
（
五
七
九
）

■
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数
人
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７
●
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子
事
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１
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９

●

●

●
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●

●

●

０
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１
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事

１

↓

数
人
６

３
●

８
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１

１
９

０
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４
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／ ４
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５

％

■
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０
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５

女
望

１
１
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－

数 人
Ｏ

５
●
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１

１
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０

１
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５

－

希

実

１
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下
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対
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０
以
不
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サ

歳

～
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歳
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１
６
２
６
４
１
６
１
年

合

総

女男

年
齢
別
内
訳



　
　
　
立
命
館
経
済
学
一
第
七
巻
．
乳
号
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
一
五
八
〇
一

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
内
職
労
働
に
関
係
を
も
つ
も
の
は
女
子
で
あ
り
、
し
か
も
既
婚
者
の
多
い
二
六
～
六
〇
歳
の
年
令
階
層
で
あ

る
と
い
え
る
わ
け
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
家
庭
の
主
婦
が
家
計
不
足
を
補
う
た
め
に
内
職
労
働
に
従
事
し
、
希
望
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

　
尚
、
こ
の
統
計
表
の
上
で
は
年
少
者
の
従
事
者
が
少
く
な
っ
て
い
る
が
、
主
た
る
従
事
者
が
報
告
さ
れ
母
親
の
内
職
仕
事
を
手
伝

う
子
供
が
報
告
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
技
能
的
作
業
で
は
子
供
の
手
伝
い
は
殆
ん
ど
間
題
に
な
ら
な
い
が
、
玩
具
づ
く
り

と
か
袋
貼
り
と
か
子
供
で
も
手
伝
え
る
よ
う
な
単
純
な
内
職
仕
事
を
母
親
が
行
っ
て
い
る
場
合
に
は
小
さ
な
子
供
ま
で
が
従
事
し
て

い
る
の
を
多
く
み
か
け
る
。
そ
れ
故
に
、
内
職
労
働
調
査
で
は
主
た
る
従
事
者
と
従
た
る
従
事
者
と
を
分
け
て
い
か
ぬ
と
内
職
労
働

の
量
的
存
在
を
明
確
化
し
え
な
い
結
果
を
ま
ね
く
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
点
は
内
職
収
入
な
ど
に
も
関
係
し
て
く
る
の
で
重

要
で
あ
る
。

ゆ
内
職
労
働
の
量
的
存
在
の
調
査
に
つ
い
て
の
覚
書
き
的
総
括

　
内
職
労
働
の
量
的
存
在
の
調
査
の
た
め
に
大
阪
府
の
実
態
調
査
を
も
と
に
し
て
種
六
具
体
的
に
検
討
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
一

応
の
総
括
を
し
て
今
後
の
研
究
の
た
め
の
整
理
を
し
て
お
き
た
い
。

　
先
づ
、
内
職
労
働
の
量
的
存
在
を
明
か
に
す
る
た
め
に
は
地
域
調
査
方
法
に
よ
る
こ
と
が
基
本
的
な
方
法
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、

そ
の
地
域
の
選
定
に
必
要
な
十
分
の
資
料
が
え
ら
れ
な
い
こ
と
は
既
述
し
た
通
り
で
あ
る
。

　
選
定
し
た
一
定
地
域
に
お
い
て
は
、
調
査
対
象
世
帯
は
抽
出
調
査
の
方
法
に
よ
ら
ず
悉
皆
調
査
方
法
が
と
ら
る
べ
き
で
あ
る
。

　
世
帯
調
査
事
項
と
し
て
は
世
帯
員
全
員
に
つ
い
て
性
、
年
令
、
職
業
（
杜
会
階
級
お
よ
び
杜
会
階
層
区
分
が
で
き
る
よ
う
に
可
能

な
限
り
詳
綱
に
。
勤
務
先
、
従
事
す
る
仕
事
の
内
容
、
収
入
な
ど
）
、
身
体
状
況
、

■



慶
労
働
に
関
し
て
は
・
内
職
労
働
を
希
望
し
き
希
望
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
理
由
と
従
事
し
て
い
る
理
由
。
過
去
に
書
る
内
職

労
働
従
事
の
経
験
・
内
職
労
働
に
主
と
し
て
従
事
す
る
者
と
手
伝
い
的
に
従
事
す
る
者
。
内
職
労
働
に
従
事
す
る
百
の
時
問
数
と

月
の
日
数
（
生
活
時
問
調
査
方
式
を
併
せ
行
う
）
。
仕
事
別
の
工
賃
単
価
と
お
よ
び
支
払
方
法
収
入
。
仕
事
を
も
ら
う
先
な
ど
。

　
調
査
は
家
庭
訪
間
に
よ
る
調
査
員
の
聞
き
と
り
調
査
が
必
要
で
あ
り
、
調
査
員
の
資
格
と
し
て
は
大
学
生
（
杜
会
科
学
関
係
の
女

子
学
生
が
最
適
）
が
よ
い
。
調
査
員
の
教
育
は
絶
対
に
必
要
で
あ
る
。
調
査
員
は
可
成
り
多
く
な
る
の
で
組
に
編
成
し
て
班
長
を
置

か
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
調
査
期
問
中
は
毎
日
調
査
員
全
員
に
よ
る
会
議
と
班
長
会
議
を
行
い
、
当
日
の
調
査
票
に
つ
い
て
の
検
討
と
翌
目
の
計
画
に
・
つ
い

て
打
合
せ
を
行
う
。
調
査
員
が
熟
達
し
て
き
た
ら
全
員
会
議
は
週
一
、
二
回
に
し
班
長
会
議
の
み
を
毎
目
行
う
。

　
調
査
時
期
に
は
二
月
、
八
月
を
成
る
可
く
避
け
、
四
月
、
五
月
、
六
月
、
十
月
、
十
一
月
が
好
ま
し
い
が
調
査
員
そ
の
他
と
の
関

係
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
尚
・
調
査
中
に
・
内
職
仕
事
を
だ
し
て
い
る
工
場
、
会
杜
、
公
私
の
斡
旋
所
、
仲
介
業
者
お
よ
び
内
職
に
関
係
あ
る
婦
人
団
体
な

ど
を
き
い
て
お
き
、
後
に
訪
問
し
て
参
考
事
項
を
き
く
よ
う
に
す
る
。

　
以
上
・
内
職
労
働
の
量
的
存
在
を
調
査
す
る
に
当
つ
て
必
要
な
こ
と
を
メ
モ
的
に
書
い
た
が
、
そ
の
内
容
に
・
つ
い
て
は
、
既
述
の

中
か
ら
読
み
と
ら
れ
た
い
。

　
尚
、
集
討
、
分
析
に
つ
い
て
も
ふ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
省
略
す
る
。

五
　
結
び

婦
人
労
働
問
題
上
の
内
職
労
働

内
職
労
働
老
の
量
的
存
在
に
関
す
る
調
査
と
推
定
（
坂
寄
）

一
九
（
五
八
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
七
巻
．
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
　
（
五
八
二
）

　
本
論
を
終
る
に
あ
た
っ
て
、
内
職
労
働
を
そ
の
従
事
主
体
の
側
か
ら
み
れ
ば
婦
人
労
働
者
の
間
題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

簡
単
な
が
ら
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

　
内
職
労
働
が
一
定
の
作
業
場
で
集
団
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
が
場
合
も
あ
る
が
、
多
く
の
場
合
そ
れ
は
従
事
者
の
家
庭
で
行
わ
れ
、

納
期
は
あ
る
が
就
業
時
問
的
な
制
約
が
な
い
。
そ
の
よ
う
な
内
職
労
働
の
特
質
が
家
庭
的
制
約
を
受
け
る
家
庭
婦
人
に
対
応
す
る
こ

と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
家
庭
婦
人
を
し
て
低
工
賃
の
内
職
労
働
に
従
事
さ
せ
る
客
観
的
条
件
は
家
計
不
足
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら

な
い
。
そ
の
家
計
不
足
の
程
度
が
大
き
い
と
き
は
家
庭
婦
人
は
労
働
者
と
し
て
一
般
的
な
労
働
市
場
に
た
ち
表
わ
れ
る
こ
と
に
な
る

が
、
家
計
不
足
が
そ
れ
程
大
き
く
な
い
と
き
、
す
な
わ
ち
低
工
賃
の
内
職
労
働
に
よ
っ
て
補
充
し
う
る
程
度
の
場
合
に
内
職
労
働
市

場
に
表
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
内
職
労
働
へ
の
従
事
が
家
庭
掃
人
の
一
般
的
な
就
業
労
働
者
へ
の
移
行
の
中
問
的
過
程

に
存
在
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　
そ
の
よ
う
な
意
味
あ
い
か
ら
す
れ
ば
、
内
職
労
働
は
そ
の
従
事
主
体
の
側
か
ら
す
れ
ば
家
庭
に
あ
る
婦
人
の
非
労
働
力
か
ら
労
働

カ
ヘ
の
転
化
過
－
程
に
生
起
す
る
間
題
だ
と
い
え
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
内
職
労
働
者
の
量
的
存
在
は
そ
れ
独
自
の
間
題
と
し
て

考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
婦
人
労
働
間
題
の
優
れ
た
一
環
の
間
題
と
し
て
把
握
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
よ
っ
て
、
一
般
の
女
子
労

働
者
の
雇
傭
傾
向
に
つ
い
て
若
干
ふ
れ
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
勿
論
、
こ
こ
で
女
子
労
働
者
の
雇
傭
状
況
一
般
に
つ
い
て
間
題
に

す
る
必
要
も
な
い
し
、
本
論
の
目
的
に
も
そ
わ
な
い
。
こ
こ
で
は
内
職
労
働
に
従
事
す
る
掃
人
の
量
的
存
在
に
つ
い
て
役
立
て
る
範

囲
内
に
お
い
て
で
あ
る
。

　
こ
の
た
め
の
本
格
的
な
検
討
は
他
の
機
会
に
ゆ
づ
る
と
し
て
、
一
九
五
五
年
お
よ
び
一
九
五
〇
年
の
国
勢
調
査
箱
果
に
よ
っ
て
澗

魑
点
を
１
ひ
ろ
っ
て
み
一
る
こ
と
に
す
る
。
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Ｏ
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０
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４
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増
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子

』
ｙ

刻

ヒ
菊
一
尋
榮

１

１

Ｏ

３

９
ｏ
０
１
１
一

（
）
０
）
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１

６
７

５
数
７
６
６
０
９
０
７
０
６
９

ｎ
６
ｎ
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ｏ
ｏ
２

Ｊ

９

６

４

１

実
１
３
３
２

１

１
↓
◎
Ｏ

＾

女

年薫
一
ギ
鴛
…

Ａ

１

５５

）

９１
－
７
５
９
６
０
２
８
２
一
箏
箒
豪
．

卯

１
数
者

主
主
主
者
詳

業
業

者
老

る
い
業

用
用

お
な

用
雇
雇

の

の
従

の

の

老
者

問
公

用
用
族

民
官

雇
雇

総
雇

業

家
不

１
■
－
　
；
」
　
　
ヨ
　
　
　
ｉ
　
－
　
　
　
　
　
　
；
　
　
，
■

呈
ｉ
一
１
１
－
　
　
　
　
！
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注

内
職
労
働
老
の
量
的
存
在
に
，
関
す
る
調
査
と
推
定
（
坂
寄
）

　
先
づ
、
第
ニ
ハ
表
に
よ
り
女
子
就
業
状
況
を
既
観
す
る
と
、
一
九
五
五
年
砂

女
子
就
業
者
総
数
は
約
一
五
三
〇
万
人
で
あ
る
。
ン
、
の
う
ち
雇
用
者
（
国
勢
調

査
に
お
け
る
雇
用
者
と
は
経
済
学
上
の
労
働
者
以
外
の
も
の
を
も
含
み
、
ま
た

実
質
的
な
賃
労
働
者
で
あ
る
内
職
労
働
者
な
ど
を
含
ま
な
い
）
は
約
五
〇
七
万

人
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
か
ら
す
る
と
女
子
雇
用
者
の
女
子
就
業
者
中
に

占
め
る
割
合
は
少
く
、
女
子
就
業
者
の
間
題
は
量
的
に
は
半
数
以
上
の
割
合
を

占
め
る
家
族
従
業
者
に
重
要
性
が
あ
る
よ
う
に
み
え
る
。
た
し
か
に
家
族
従
業

者
は
女
子
就
業
者
の
半
数
以
上
を
占
め
て
い
て
大
き
な
間
題
で
は
あ
る
が
、
一

九
五
五
年
と
五
〇
年
と
を
比
較
し
て
み
る
と
女
子
雇
用
者
の
問
題
の
重
要
性
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
就
業
老
の
増
加
状
況
を
み
る
と
就
業
者
総

数
で
の
増
加
率
は
一
一
・
九
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
雇
用
者
で
の
増
加
率
は

四
〇
・
六
％
と
い
う
高
率
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
業
主
で
は
三
・
○
％
、
家

族
従
業
者
で
は
○
・
七
％
と
い
う
低
率
に
止
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
女
子
の

労
働
力
化
は
専
ら
雇
用
者
と
い
う
形
態
に
お
い
て
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
そ
し
て
ま
た
、
就
業
者
中
に
占
め
る
比
率
を
み
て
も
雇
用
者
は
一
九
五
〇

年
の
約
四
分
の
一
（
二
六
二
一
％
）
か
ら
五
五
年
で
は
約
三
分
の
一
（
三
三
．

二
％
）
に
上
昇
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
女
子
雇
用
者
の
就
業
者
中
に
占
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
　
（
五
八
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
七
巻
．
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
　
（
五
八
四
）

地
位
は
著
し
く
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
他
特
に
わ
が
国
女
子
就
業
の
特
殊
性
を
に
な
う
家
族
従
業
者
の
割
合
は
一
九
五

〇
年
の
六
一
・
三
％
か
ら
五
五
年
の
五
五
・
五
％
に
可
成
り
大
巾
に
低
下
し
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
女
子
雇
用
者
の

地
位
の
女
子
就
業
者
中
に
占
め
る
地
位
の
相
対
的
、
絶
対
的
な
上
昇
は
男
子
雇
用
と
の
関
係
に
お
い
て
も
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

女
子
雇
用
者
の
男
子
雇
用
者
に
対
す
る
比
率
は
一
九
五
〇
年
の
三
四
・
八
％
か
ら
五
五
年
の
三
八
・
二
％
へ
と
上
昇
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
女
子
人
口
の
労
働
力
化
な
い
し
は
労
働
者
階
級
へ
の
転
化
の
過
程
に
内
職
労
働
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ

の
よ
う
な
過
程
の
中
の
間
題
と
し
て
内
職
労
働
間
題
は
把
握
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
内
職
労
働
間
題
が
独
自
の
間
題
と

存
在
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。

　
そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
、
女
子
雇
用
者
の
状
況
に
つ
い
て
も
う
少
し
具
体
的
に
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
第
一
七
表
に

成構易齢年の者
率
用
加
雇
増
子
び
女
よ
　
お
表
１
７第

率
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０
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●
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●
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●

●

●

口カ

０
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２
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３
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０
●
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●

●

●

●

０
２
９
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２
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５

０
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２
１

９

１

１年

０

５

７
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５

●

●

●

●

●
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０
５
９
８
４
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５

（
）
２
つ
＾
２
１

９

１

１

数
歳
歳
歳
歳
上

１
９
２
４
３
９
５
９
以

－

一

一

‘
歳

総
　
一
Ｌ
ｏ
０
５
（
Ｕ
０
　
１
↓
り
＾
ｏ
４
４
（
ｏ

１

成作り
よ
　
。

告
上
報
以
果
歳

結
１
４
査
は
調
年

勢
５
０

国
１
９屯

よ
る
と
、
女
子
雇
用
者
の
年
令
別
状
況
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
一
九
五
五
年
で
は
二
〇

歳
未
満
で
は
一
一
％
の
増
加
に
止
ま
り
、
年
令
構
成
比
で
は
五
〇
年
の
三
二
・
三
％
か

ら
二
五
・
五
％
へ
と
大
巾
な
低
下
が
み
ら
れ
る
。
二
〇
～
二
四
歳
で
は
増
加
率
は
四

二
・
六
％
で
年
令
構
成
比
は
殆
ん
と
変
化
が
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
二
五
～
三
九
歳
で

は
六
一
・
六
％
と
い
う
大
巾
な
増
加
で
年
令
構
成
比
に
お
い
て
も
二
四
・
七
％
か
ら
二

八
・
四
％
へ
と
増
大
し
、
四
〇
～
五
九
歳
で
も
七
三
・
一
％
と
い
う
増
加
で
年
令
構
比

で
も
二
一
．
一
％
か
ら
」
四
・
九
％
へ
と
上
昇
し
て
い
る
。
な
お
、
六
〇
歳
以
上
で
は

三
四
．
五
栃
の
増
加
が
み
ら
れ
る
が
年
令
構
比
で
は
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
女
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５
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１
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■
ｂ
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Ｏ０１，７５３

Ｏ０２，４５１

Ｏ００，２３

Ｏ０６，７４

Ｏ０６，１８２

００７，６５

Ｏ０１

００３，４８

００１，９

Ｏ０２，９

Ｏ０２，８１

ＯＯＯ，５４

００７，１５１，１

Ｏ０８，４１６

Ｏ０３，４３１

Ｏ０６，４３１

Ｏ０７，４４９

Ｏ０６，５０１

…

０００
一
叫
一
６１

００１，６２

００１，０２

００４，６４

Ｏ０２，３２１

００６，７９６，１

０００，２８８

ＯＯＯ，９８１

ＯＯＯ，１４２

Ｏ０７，１７４，１

Ｏ０９，７１２

Ｏ０１

業
業
業
業
業
業
業
業
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業
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能
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他
ス
不

篶
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造
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、
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サ
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５
５

１
９注

子
雇
用
者
の
相
対
的
、
絶
対
的
な
増
加
は
女
子
雇
用
者
の
年
令

構
成
の
上
に
お
い
て
著
し
い
変
化
を
も
た
ら
し
、
女
子
雇
用
者

の
年
令
上
昇
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
ー
家
庭
鯖
人
の
内
職

労
働
へ
の
従
事
・
希
望
の
広
汎
化
と
対
応
し
て
い
る
現
象
と
い

え
る
わ
け
で
あ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
、
女
子
雇
用
者
の
配
偶
関
係
を
み

る
と
こ
の
点
が
よ
り
一
層
明
か
に
裏
付
け
ら
れ
る
。
一
九
五
〇

年
の
国
勢
調
査
結
果
で
は
こ
の
種
統
計
が
た
い
の
で
五
五
年
の

も
の
の
み
に
つ
い
て
し
か
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
第
一
八

表
に
よ
る
と
、
女
子
雇
用
者
総
数
五
〇
七
万
五
千
人
中
、
未
婚

者
は
三
二
八
万
一
千
人
で
約
六
割
五
分
で
既
婚
者
は
一
七
九
万

三
千
人
で
三
割
五
分
と
な
っ
て
い
る
。
阜
、
し
て
、
既
婚
者
中
の

有
配
偶
者
約
一
〇
六
万
二
千
人
、
死
離
別
者
七
三
万
一
千
人
と

な
っ
て
い
る
。
な
お
、
女
子
死
離
別
人
口
は
戦
争
直
後
の
戦
争

に
よ
る
影
響
と
は
異
な
っ
た
性
格
を
も
っ
て
増
加
し
て
き
て
い

　
　
　
　
（
註
）

る
の
で
あ
る
。

　
註
、
拙
論
「
死
離
別
婦
人
労
働
者
に
関
す
る
覚
書
」
　
（
大
阪
杜
会
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
　
（
五
八
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
一
第
七
巻
．
雲
号
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
一
五
八
六
一

　
　
業
短
大
機
関
誌
「
杜
会
間
題
研
究
」
第
六
巻
第
三
号
）

以
上
の
こ
と
か
ら
、
わ
か
る
よ
う
に
女
子
雇
用
者
の
相
対
的
、
絶
対
的
篇
加
は
単
に
量
的
変
化
の
間
題
で
寒
く
・
戦
後
ガ
が

国
の
資
本
の
蓄
積
の
進
行
過
程
に
伴
つ
て
生
起
せ
る
相
対
的
過
剰
人
口
間
題
の
優
れ
た
一
環
を
享
非
常
隻
大
姦
人
労
働
間
題

だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
↓
て
、
そ
の
よ
う
喬
題
の
一
環
と
し
て
内
職
労
働
間
題
を
位
置
づ
け
た
と
き
に
・
内
職
労
働
の

量
的
存
在
を
如
何
奮
視
点
に
立
つ
て
究
明
し
て
ゆ
か
春
窪
奮
き
か
と
い
う
ミ
奮
び
に
一
里
的
存
在
を
明
か
に
す
る

こ
と
の
も
つ
重
要
性
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

’


